
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
夏
祭

り
大
作
戦
」
に
お
け
る
空
き
缶

リ
サ
イ
ク
ル
料
を
地
域
福
祉
事

業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封

那
賀
川
町　

二
反
田
芳
春
様
か

ら
社
会
福
祉
事
業
運
営
基
金
と

し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

～
あ
・
い
・
う
・
え
・
お
も
て
な
し
～

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成

助
成
対
象　
阿
南
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
風
し
ん
抗
体
が
陰
性
の

方
（
風
し
ん
抗
体
検
査
で
陰
性

だ
っ
た
方
「
妊
娠
初
期
時
に
行
う

検
査
も
含
む
」
で
、
そ
の
後
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

方
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
方
。

▼
妊
娠
を
希
望
、
ま
た
は
妊
娠
す

る
可
能
性
の
あ
る
女
性
の
方

▼
昭
和
39
年
４
月
２
日
～
平
成
２

年
４
月
１
日
生
の
男
性
の
方

助
成
額　
５
９
６
４
円

※
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足

に
よ
り
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
）
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種

費
用
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額　
３
４
０
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
は
無
料
）

接
種
期
間
（
申
請
期
間
）　
11
月

１
日
㈮
～
平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

（
休
診
日
を
除
く
）

※
県
が
同
時
期
に
、
抗
体
検
査
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

接
種
（
助
成
）
回
数　
１
回

助
成
を
受
け
る
に
は　
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
お
近
く
の
支
所
・
住

民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

時
は
、
風
し
ん
の
抗
体
が
陰
性
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
（
保
健

所
ま
た
は
医
療
機
関
が
発
行
す
る

証
明
書
、
妊
娠
初
期
時
の
抗
体
陰

性
が
わ
か
る
母
子
手
帳
）
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
、
証
明
で
き
る
も
の
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
に
よ
る

代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

予
診
票
の
受
け
取
り

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
の
場
合

は
、
そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請

の
場
合
は
、
後
日
、
本
人
宛
に
郵

送
し
ま
す
。

接
種　
市
内
の
委
託
医
療
機
関
で

予
約
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
佐
渡
島
は
わ
が
国
最
大
の
離
島
、

面
積
は
阿
南
市
の
約
３
倍
、
東
京

23
区
の
約
１
・
４
倍
、
人
口
は
、

６
万
１
３
２
５
人
。
平
成
16
年
に
、

そ
れ
ま
で
の
１
市
７
町
２
村
が
合

併
し
、
１
島
１
市
と
し
て
の
佐
渡

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
順
徳
上
皇
、
日

蓮
上
人
、
室
町
時
代
に
は
能
楽
の

世
阿
弥
な
ど
多
く
の
文
化
人
が
流

さ
れ
、
こ
の
流
人
た
ち
が
も
た
ら

し
た
「
貴
族
文
化
」、
佐
渡
金
山

奉
行
所
な
ど
役
人
が
も
た
ら
し
た

「
武
家
文
化
」、
商
人
や
船
乗
り
が

も
た
ら
し
た
「
町
人
文
化
」
が
、

混
然
と
な
っ
た
独
特
の
文
化
圏
を

有
す
る
、
趣
深
い
島
で
す
。

　
驚
い
た
の
は
、
市
役
所
到
着
時

に
、
甲
斐
市
長
は
じ
め
、
職
員
総

出
で
歓
迎
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
市
長
い
わ
く
、「
佐
渡
高
校

が
甲
子
園
初
出
場
の
際
、
直
前
合

宿
を
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
い
、
阿
南
市
民
の
方
々
に
大

変
温
か
い
歓
迎
と
お
世
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
思
え
ば
、

あ
　
あ
な
ん

い
　
い
い
と
こ

う
　
う
れ
し
い

え
　
え
が
お
で

お
　
お
も
て
な
し

　
10
月
に
開
か
れ
た
「
第
30
回
日

本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉

２
０
１
３
あ
な
ん
」
大
会
交
流
会

で
の
、
大
会
長
と
し
て
の
私
の
歓

迎
挨
拶
の
一
節
で
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
阿
南
市
の
歴
史

に
輝
か
し
い
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
、

素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
や
、
多
く
の
大
会
関

係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
初
旬
、
佐
渡
島
を
訪
れ
て

き
ま
し
た
。
環
境
省
で
初
代
の
佐

渡
自
然
保
護
官
と
し
て
、
ト
キ
の

野
生
復
帰
を
担
当
し
て
い
た
岩
浅

有
記
君
（
福
井
町
出
身
）
や
日
本

生
態
系
協
会
関
係
者
等
、
８
人
で

の
訪
問
で
し
た
。

　
２
泊
３
日
の
視
察
で
は
、
佐
渡

な
ら
で
は
の
、
お
も
て
な
し

4

4

4

4

4

の
心

あ
た
り
ま
え
の
お
出
迎
え
で
す
。」

と
一
言
。
自
治
体
同
士
の
友
情
の

発
芽
を
感
じ
ま
し
た
。
市
長
と
の

会
談
で
は
、
両
市
の
共
通
点
と
し

て
、
放
置
竹
林
解
決
に
向
け
た
タ

ケ
の
活
用
、
人
形
浄
瑠
璃
と
能
舞

台
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、

今
後
具
体
的
な
交
流
、
連
携
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
を
め
ざ
す
ジ
オ
パ
ー

ク
、
世
界
文
化
遺
産
を
め
ざ
す
佐

渡
金
銀
山
、
自
然
と
ト
キ
が
共
生

す
る
日
本
初
の
世
界
農
業
遺
産
、

能
楽
を
中
心
に
す
る
芸
能
の
宝
庫

ｅ
ｔ
ｃ
。

　
佐
渡
島
（
サ
ド
ガ
シ
マ
）
で
は

な
く
三
度
が
島（
サ
ン
ド
ガ
シ
マ
）

と
い
わ
れ
、
三
度
以
上
訪
れ
れ
ば

本
当
の
佐
渡
を
感
じ
ら
れ
る
と
い

わ
れ
る
魅
力
溢
れ
る
離
島
で
し
た
。

　
最
後
に
、
先
月
は
、
私
の
体
調

不
良
に
よ
り
、
数
日
間
入
院
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
書
面
を
も
ち

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

甲子園初出場を記念して
建設された佐渡高校室内
練習場。阿南市から贈呈
した横断幕の前で。
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